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遊離脂肪酸（FFA）は食品の美味しさに重要な成分である。マトリックス支援レーザー脱離イオン化

（MALDI）-イメージング質量分析（IMS）は脂質の可視化に有効な手法であるが、従来のマトリックスの塗

布のみで遊離脂肪酸を可視化することは難しい。そこで本研究では、誘導体化を用いたMALDI-IMSによる

FFAの可視化を検討した。FFAの標準品と誘導体化試薬を混合し、MALDI-IMSを行ったところ、誘導体化

FFAに一致するピークが検出された。以上より、誘導体化を用いたMALDI-IMSによって、FFAが可視化され

る可能性が示唆された。

関連画像

〇Vinvin、Suly、山根久和、榎元廣文　【食品分析学研究室】
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遊離脂肪酸のイメージング質量分析を用いた可視化手法の検討


